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．背 景
年 月 日から 日にかけて第 回世界アマチュア囲碁選手権がタイのバンコクで行わ
れた。同選手権が囲碁界三大国である日本、中国、韓国以外の国で開催されるのは初めてのこ
とであり、囲碁が今後益々国際化していくための大変重要な一歩であると考えられる。また、
囲碁人口が増えている多数の国々の中から国際囲碁連盟（ （ ））
がタイを選んで開催権を譲渡したことは、タイ囲碁協会（
、以下 ）の運営が世界に認められたということに等しく、
囲碁文化がタイに根付いたことを示している。
最近、囲碁の国際化が進んでおり、歴史的なルーツもプロ組織も持たない国々での普及活動
が囲碁界の代表組織である日本棋院、中国棋院、韓国棋院の重要な事業となっている。従っ
て、タイにおける囲碁事情に関する報告は、将来のさらなる国際化の発展のために有意な参考
事例になると思われる。しかしながら、タイにおいて囲碁がどのような経過をたどって盛んに
なったか、また、その現状と抱えている問題点について述べる論文は未だに少ないのである。
本稿は、タイおける囲碁事情を提示するための一つの試みとし、現地の囲碁関係者たちにイン
タービューを行い、タイ囲碁界の歴史、現状、及び今後の課題を論じていく。なお、インター
ビューにご協力いただいた方については以下の通りである。
コルサック・チャイラスミサック氏 タイ囲碁協会会長
氏 社員（社会貢献（ ）部）、タイ囲碁協会スタッフ
氏 元 社員（社会貢献（ ）部）、タイ囲碁協会技術管理委員、大
学非常勤講師（囲碁）
氏 元 社員（社会貢献（ ）部）、元タイ囲碁協会スタッフ、博士
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．囲碁はどのようにしてタイに伝わったか
タイは囲碁の歴史的なルーツを持たず、日本や中国のように昔から一般の国民に楽しまれて
きた伝統的な遊技として囲碁があった訳ではない。タイには、長い歴史を持ち国民に親しまれ
ているタイのチェス（マークルック ）がある。ラーマ一世もマークルックの愛好者で
あったと言われており、 クンチャンクンペーン（ ）） と
いう伝統的なタイ文学にも、主人公たちがマークルックを指している場面がたくさん描かれて
いる。現在、マークルックの人気は下降していると言われているが、国技として捉えられてい
るということには変わりがない。他にも、チェス、象棋、スクラブル、タイ文字スクラブルな
ど、様々なボードゲームが世代を問わず、多くの人々に楽しまれているのである。これら海外
からのボードゲームが受け入れられる背景には、昔からマークルックが社会に根付いていたこ
とがあるのかもしれない。
では、囲碁はいつからどのようにタイに伝わって来たか。明確な記録はないが、以下のよう
に仮説を立てることができる。タイには、東南アジアの他の国と同じく、ラッタナコーシン王
朝初期（ ）から中国の潮州、海南、福権、客家などから来た多くの移民が暮らして
いた。そして彼らは囲碁のルールまで知らなくとも、恐らく囲碁の存在自体は昔から知ってい
たのであろう。その他にも、日本に留学して帰ってきた人たちにも囲碁が知られるようになっ
図 ．ラッタナコーシンの人がマークルックを指している写真 ）
たと考えられる。中でも最も囲碁普及に貢献してきたのは、元日本留学生であり、日本のアマ
大会で優勝した経験を持つコーサー・アリヤ氏（ 現在、アマ六段）である。彼は 囲
碁 をタイ語の呼び方 マークローム（ ） に訳した人だと言われ、タイで長い間学生
たちに囲碁を指導し、数多くの弟子を持っている。
以上のことから、少数の特定なグループに限られてはいたものの、囲碁普及活動が本格的に
開始される以前から囲碁の存在が既にある程度タイの社会で知られていたと推測できるのであ
ろう。
．タイ囲碁界の父、コルサック・チャイラスミサック氏
年にコルサック・チャイラスミサック氏（中国名 蔡緒鋒）の呼びかけによって
というタイ人囲碁愛好者の集まりが初めて誕生した。ここで少し、コルサック氏につ
いて述べておきたい。コルサック氏は中国系タイ人であり、現 の会長、世界華人囲碁協
会（ ）会長でありながらタイの最も大きな企業 グループ
（正大集団）の最高経営責任者（ ）も務めている。
彼は中高生時代、中国語で書かれた本の中で囲碁について知ったことがきっかけで、まとも
な指導者もいない中、書物だけを頼りに独学で囲碁を学んだ。その後、 歳の時に香港に出張
し、当時香港のトップ・アマチュアであった陳嘉衛氏 ）に出会い、彼から囲碁を本格的に
年間教わり、アマチュア五段の実力を身につけた。帰国後も積極的に囲碁の普及活動に励み、
タイ囲碁界の父と言われるまでになった。彼の最も大きな業績は次の二つであると考えられ
る。一つ目は自分の勤め先である （ （ グ
ループの子会社））に囲碁を導入し、社会貢献部（以下、 部）をはじめ、企業の活動とし
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て採用したこと。二つ目が （タイ囲碁クラブ ）を
立ち上げたことである。 （その後、 となる。以下、一貫させて と
呼ぶ）は独立した組織であるとは言え、実際は当初から、運営、業務、人材、予算などのほと
んどは に提供してもらっている。次の章では と囲碁活動について
説明する。 の経緯については以下 ．で述べる。
． とタイ囲碁界の関わり
とは、タイ国内のセブン・イレブンを始め、 、
、 など小売りに関するサービスから と
いったタイ最大の企業内大学の運営まで幅広く様々な事業を行っている会社である。現在、囲
碁関連の活動と直接に関っているのは、前述の 部（
）、並びに、行政事業部（ ）、ビジ
ネス・ネットワーキング経営部（
）、組織コミュニケーション・インフォーメーション部（
）、という四つの部門である。各部の担当
を以下に説明したい。なお、 の運営はほとんど と連結している。社員が囲
碁関連の活動をする際、 の社員としての義務だけではなく、同時に のス
タッフとしての義務も発生する。言い換えれば、収入は からもらう社員の一部
が、 のスタッフとして活躍することもあるということである。
． 部の主な囲碁活動
の社会貢献部、いわゆる という部門の主な事業は つある。一つは子供た
ちに読書への興味を持ってもらえるように活動している ラックガーンアーン（ ） で
ある。活動内容としては、貧しい地域の小学校に図書室を作ったり、優れた本に与える文学賞
セブン・ブック・アワード を運営したりしている。そして、 部のもう一つの事業が
囲碁普及活動である。具体的な活動内容は以下のようにまとめられる。
の運営補助
の公式ウェブサイト（ ）の管理は 部が担当しており、他にも有
段者の名簿管理など事務的な作業が任されている。
幼稚園・小・中・高等学校の学生のための囲碁入門講座を開講し、囲碁指導者を派遣する
多くの囲碁講座は部活の時間を利用して行われており、週 回程度である。 によ
ると、 年度、 部が担当している教育機関の数は合計 学校もあるということであ
る。しかし、この数には、地方の囲碁クラブが活躍している所や学校の教員が自分でレッスン
している所などは含まれていないということに注意したい。 部が担当している学校のほ
とんどはバンコク県内の学校おり、 部の社員が 本社から通うことのできる距離にあ
る。
なお、普通科の学校だけではなく、 部は少年鑑別所内の学校や支援学校でも囲碁講座
を行っている。これはタイの画期的な活動であり、成果が期待されている。
囲碁大会、イベントなどを催す、又民間が主催した大会をサポートする
部は大学生、専門学生、ビジネスマン向けの大会を除き、ほとんどの囲碁大会に携
わっている。ここでは二つの重要な大会の二つを紹介したい。それは
と である。
は、小・中・高等学校の学生のための大会であ
り、 学期に 回（年に 回）行われている。大会は基本的に初心者向けの 路盤チーム戦
（ 人で チーム）から、 （ 段以上）と棋戦が
分けられている。各棋戦の受賞者は次の大会に参加する場合、自分が受賞したより上位のレベ
ルの棋戦に参加しなければならない。そして、毎回ではないが、 レベルの優勝者
に、囲碁の修業を目的とした海外短期留学の奨学金が与えられることもある。この大会は、全
国のどの学校でも無料で参加できる形式となっているが、会場はほとんどバンコク県内にある
中・高等学校であるため、あえて大会だけに参加しにくる地方の学校はそれほど多くない。
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もう一つの は、 年から始まった大会である。年齢
や国籍などの制限がないオープン戦であり、海外からの参加者や国内の外国籍の参加者もい
る。トーナメントはバンコク県外のホテルやリゾートで年に一回、二泊三日で行われている。
全国の囲碁愛好者が、このトーナメントを機に交流を深めることができるため、年々参加者の
数が増えつつあり、トーナメントは大変高い評価を受けている。
なお、 と同じようなオープン戦は他にも北部のチェンマイ
県で行われる と南部のプーケット県の
がある。
さらに、 部は民間の機関が主催する大会やイベントにも協力している。例えば、碁
盤・碁石セットと時計の貸し出し、審判の提供、及び大会運営などを無償で行っている。
囲碁指導者を養成する
部では囲碁事業担当者の多くが有段者であり、実力の高い人材が揃えている。彼らは
学生たちに教えるだけではなく、学校の講師に囲碁指導のノウハウも教えている。特にバンコ
ク県立学校の講師向けのセミナーは毎年行われており、 年度には 人弱参加されていた。
その上、多くの場合、囲碁は学校の部活活動の一つとして採用されているため、各学校の囲
碁部の部長（学生）に囲碁指導のノウハウ伝授、及びリーダーシップ育成のための
といった合宿も毎年行われており、 年度で 回目を迎えた。学校の講師を囲碁指
導者として養成しようという試みは、日本など他国にも見られる活動ではあるが、学校で学生
が囲碁指導者として活躍させてもらえるというのは比較的に珍しいであろう。
国際囲碁事業を担当する
海外での大会に参加するタイ代表の決定戦から国際大会主催に至るまで、海外とのやりとり
は全て 部が担当している。現在、 が主催している常連の国際囲碁大会を つここ
に紹介したい。それは と
である。前者は 年から始まり、 才の少年少女の大会である。 年度にはアジアの
か国から、 人もの選手が参加しており、世界で最も大規模な国際子供大会の一つである
といえる。
トーナメントは 、 、 、 、四つのレベルに分けられて
いる。そして、後者は、 年から始まったアジアの大学生大会であり、プロ棋士でも現役の
大学生・大学院生であれば、大会に参加することが許可される。大会は個人賞とチーム賞に分
けられ、チーム賞は各チームメンバーの個人成績で計算する。
は一般的に国内の全国大学生囲碁大会（ ）と同じ会場で行われている。
以上、 部の囲碁活動の内容を簡単に紹介した。要するに、 部は の事務的な
仕事、高等学生以下の少年少女に対する囲碁普及・指導、そして国際関連の囲碁活動を担当し
ている、とまとめられる。
．行政関連事業部の主な囲碁活動
部の活動によって囲碁はタイ社会に広まりつつあり、囲碁を本格的に学校や大学の授
業として取り組み、囲碁を正式的にスポーツとして認めさせるために、教育省（ ）、
観光・スポーツ省（ ）とのさらなる連携が必要となっていた。当初、
のこのような行政に関る問題を解決してくれたのは、 の行政関連事業部で
あった。その後、行政関連事業部にも大学生を中心にした囲碁関連の活動もするようになり、
現在、行政関連事業部が行われている囲碁活動の内容は以下のようである。
専門学校、大学で囲碁講座を行い、囲碁指導者を派遣する
部は普通科の高等学生までを対象として囲碁活動を行っているが、行政関連事業部は
専門学生と大学生を対象としている。専門学校では中・高等学校のように部活の時間を利用す
るが、大学では単位が取れる科目として囲碁が教えられている場合が多い。しかし、最近で
は、大学での授業は囲碁ができるその大学の講師や外部の非常勤講師による講義がほとんどで
あり、行政関連事業部のスタッフによる授業は少なくなっている。大学における囲碁について
は以下の で述べたい。
専門学校、大学の学生の囲碁大会やイベントを催し、政府が主催した大会をサポートする
囲碁を習った学生の成長と交流を促進させるため、行政関連事業部は専門学生向けの大会
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と大学生向けの
を毎年開催している。前者は 年、後者は 年から始まり、年に一回行われて
いる。
他にも、観光・スポーツ省が主催する全国スポーツ大会（ ）、全国大学生スポーツ
大会（ ）、全国少年少女スポーツ大会（ ）など囲碁がメダルを争う競
技に含まれている場合、行政関連事業部から道具を貸し出し、審判と大会運営のためのスタッ
フを派遣する。
．ビジネス・ネットワーキング経営部の主な囲碁活動
上で述べた部門は主に学生を対象にして活動しているが、ビジネス・ネットワーク経営部は
対象を経営者、自営業者などのビジネスマンとしている。さらに、 とは別の組織である
を立ち上げ、イベントや大会など催している。メンバーが囲碁を通じ
て互いに価値観を共有し、ビジネス的な交流の場を作るのが一つの目的である。活動内容の概
要は以下である。
の運営
ウェブサイト（ ）を管理し、メンバーの交流会などを主催する。
ビジネスに関っている人々のための囲碁講座を行い、大会やイベントを催す
ビジネス・ネットワーク経営部の囲碁スタッフは と連携している会社で囲碁
入門講座や囲碁とビジネスをテーマにしたセミナーなど開催する。さらに、
という今までなかった トリプル碁 といった新たな形式の囲碁大会を始めた。この
大会では、三人で一つのチームを組み、各選手が一手ずつ打っていく。ペア碁とよく似た形式
である。
図 ．トリプル碁（写真の真ん中はコルサック氏））
．組織コミュニケーション・インフォーメーション部の主な囲碁活動
がまだ であった時、囲碁に関する情報・ニュース発信のために
という会員制雑誌が発行されていた。その後、組織コミュニケーション・イン
フォーメーション部が囲碁普及に携わり、雑誌 を担当することになり、
年に に改名した。しかし、マガジンの売り上げは赤字となり、
年に無償で情報を提供するウェブサイトに切り替え、タイ語で書かれた囲碁雑誌は廃刊と
なった。現在、組織コミュニケーション・インフォーメーション部が取り組んでいる主な活動
は大きく以下の二つに分けられる。
ウェブサイト管理
ウェブサイト（ ）を管理し、囲碁に関する記事を掲載する。
囲碁のイベントを催す
一般の人に囲碁の魅力をアピールする活動を主催する。例えば、大会やイベントなどで囲碁
入門ブースを出展し、通りかかった人々に呼びかけるなど。
このように、 が囲碁及び とどのような関わりを持ってきたかについて見
てきた。次の章では、 の概要や普及企画について述べる。
．タイ囲碁協会（ ）
年、コルサック氏と彼の囲碁仲間たちによって が発足した。そして 年
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図 ． 年の 雑誌 図 ． 年の
後、国際囲碁連盟（ ）に登録され、 年に始めてタイ代表（コルサック氏自身）が世界
アマチュア囲碁選手権に出場し、それ以降現在に至るまで毎年欠かすことなく代表を送り込ん
でいる。しかし、 が正式に開場されたのは、 年 月 日のことであった。
当時の囲碁道具、本などの備品はコルサック氏自身が個人の財産によって購入していた。
その後、運営構造の改変を経て、 年に は に改名し
た。 年には囲碁がスポーツとしてタイ国スポーツ庁に認定され、タイ国オリンピック委員
会の会員となり、改めて名前を （ ）に変えた。そして、
年、囲碁が始めて全国スポーツ大会の競技項目に登録されるようになった。
．タイにおける囲碁普及企画 三つの段階
年、タイで行われた第 回世界アマチュア囲碁選手権において、筆者はコルサック氏に
直接インタビューを行う機会を得た。タイでの囲碁普及について以下のように語った。
私は囲碁をタイの社会に普及させるにあたって、まずは大学生を対象にしなければい
けないと考えました。大学生が社会で最もゆとりのある人達であるからです。彼らが囲碁
を好きになってくれたら、自分たちの兄弟にも囲碁を教えてあげることができる。大学を
出た後も職場の友達に囲碁を教えることができる。そうすると、囲碁は社会に益々広がっ
ていくでしょう… （筆者訳）
コルサック氏の囲碁普及作戦は、まず大学生らを主な対象として始まったのである。そし
て、大学生の中で囲碁がある程度広まり、人気が高まってから、小・中・高等学校への普及活
図 ． の開場式 ）
動が本格的に開始したということが分かった。
また、インタービューにご協力いただいた 氏から、タイ囲碁協会のさらなる囲碁普及計画
についても説明を受けた。 氏によると、タイ囲碁協会は普及計画を三つの段階に分けてい
る。最初の段階では、タイの社会に囲碁を知ってもらい、囲碁人口を増やす。そして、その次
の段階では、有段者を 人以上に達せさせる。そして、最後にはプロ制度を作るという計
画である。 年、タイで行われた世界アマチュア囲碁選手権で、タイ囲碁協会はタイの囲碁
人口が 人を越えたと発表した。これは、 年までの過去 年間で が
販売した碁盤と暮石のセットの数（約 万セット）をかける 人（
人）から算出された結果である（チャイラスミサック（ ））。しかし、一つのセットが 人
の囲碁人口に値するという計算のし方がどのように生まれてきたかについて明記した資料はま
だ発表されていない。しかしながら、囲碁大会の参加者数や、教育機関で囲碁を学んだ人数な
ど販売した囲碁セットの売り上げと合わせて考慮すれば、 人の囲碁人口がいるとい
うのは現実味を帯びた数字であると言えるだろう。従って、普及計画によると、現在タイ囲碁
協会の普及活動が第二段階に入っていると見られる。協会の有段者名簿によると、 年 月
現在、認定された有段者は 人である ）。有段者の数はまだ 人に達していないが、五段
以上の選手は 人もいる（七段一人（コルサック・チャイラスミサック氏、日本棋院認定）、
六段二人、五段 人）ため、タイのアマチュア囲碁選手の棋力は徐々に上がっていると考えら
れる。プロの実力者が現れれば、有段者が 人という目標に達する前にプロ制度が先にで
きてしまう可能性もなくはないのである。
．上級・入段のテストと上段のポイント制とテストについて
タイ囲碁協会委員会が発表した 年度 級テストに関する規則 、 年度入段テ
ストに関する規則 、 年度上段に関する規則 を参考にし、各認定テスト規則の要点のみ
取り上げて以下に述べる。
タイでは段位だけではなく、級位の棋力認定テストも行われている。テスト教官はタイ囲碁
協会が認定した有段者なら誰でも良い。ただし、打つ前に双方がその対局が棋力を認定するた
めのものであると理解し合わなければならない。テスト教官が初段である場合、ハンディ
キャップとして受験者が希望する級位と同じ数の石を置かなくてはならない。例えば、 級の
テスト受けると、 子を置く（ 級の場合は互先で打つ）。セキの場合、受験者の不合格とな
る。コミなしで打つ。テスト教官が初段以上であれば、初段との差によってハンディキャップ
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が加算される。例えば、テスト教官が四段で、受験者が 級を希望する場合、ハンディキャッ
プは 子となる。しかし、ハンディキャップは多くとも 子までとする。テストの結
果はタイ囲碁協会に直接通知するか、協会のサイトで連絡する。なお、受験者はテスト教官に
バーツ（日本円に換算して約 円）の受検費を支払わなければならない。
入段の場合、テストは二つの部分に分けられる。一つは初段棋力認定の テスト
で、もう一つは、受験資格を得るための テストである。入段希望者はまず、
テストを合格してから テストを受けることが許される。 テスト教官には、
初段以上であれば誰でもなれるが、 テストの教官は、五段以上かタイ囲碁協会が主催
した特別研修を受けた四段に限る。他の規則はほとんど級位認定と似ているが、ハンディ
キャップは級位認定の計算仕方より一つ少ない。例えば、三段と対局をすれば、 子を置き、
コミなしで打つことになる（初段と打つ場合だけは、ハンディキャップなし、コミ 目あ
り。二段と打つ場合はハンディキャップもコミもなし）。受験者は テストを 回合格
すると、 テストを受ける資格を得る。 テストの受験費は バーツで、
テストは バーツとなる。
その後、入段した人は大会に参加し、勝ち負けの数で計算するポイント（ ）だけ
で四段まで上段することが可能である。初段は ポイントからスタートし、 ポイント
になると 段に上がる。 ポイントでは三段、 ポイントでは四段になる。そして、
ポイントになると、五段棋力認定テスト（ ）テストを受ける資格を得るが、テス
トに合格しない限り、四段のままである。五段のテストの教官は史金帛三段 ）（以下、史コー
表 の計算表
相手との
ポイントの差
ポイントの高い方
が勝った場合
ポイントの高い方
が負けた場合
ポイントの低い方
が勝った場合
ポイントの低い方
が負けた場合
以上
チ）に限っている。ポイントの計算の仕方は下記の表の通りである。
ポイントは加算するだけではなく、消失することもあるが、一度上がってしまった段位から
下段することはない。
なお、現在、五段の棋力は既に国のトップ選手である。従って、国際大会に参加するタイ代
表はよくこの中から現れる。そして、もし国際大会でいい成績を収め、タイ囲碁協会委員会に
認められたら、委員会から推薦されて史コーチと六段棋力認定テストを受けることができる。
現在までこの方法で六段に上がったのはまだ一人しかいない。
．タイ社会における囲碁像
囲碁がタイ社会に溶け込みつつあることを証明した一つとして、囲碁に対するマスメディア
の変化が挙げられる。ここではタイの主流な全国紙の一つである （ ） の
ニュースを取り上げたい。
上の図は、現プラユット・チャンオチャ首相についての記事である。この記事の内容は直接
囲碁と関わりがないものの、プラユット首相の政策を囲碁の戦略に見立てて報じているのであ
る。記事の見出しを以下のように訳すことができる。
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図 ． ホットニュース 囲碁の戦略 で死角に追い詰める 年 月 日 ）
自身を有利にするべく、 囲碁 の戦略を用いる。国の運営に関わる部分に味方を続々
配置。国民からの人気を集めるべくさらに指揮官及び部下を送り込む準備。 反対派 に
身動きを取らせず囲む。 年 月 日木曜日 時 分
さらに、記事は以下のように続く。
…囲んだ相手を少しずつ圧迫していく。相手を死角に追い込むが、抜け道も残してや
る。そうしないと、お互い必死に争ったとき、双方ともに負傷してしまう恐れがあるから
だ…
まず記者自身が囲碁をよく知っている人であると考えられるが、そもそもこのような有名な
全国紙に載せる記事というのは、基本的に一般の読者を対象にして書いたものでなくてはなら
ないはずである。要するに、新聞編集側が 囲碁に見立てて記事を書いても一般の読者は理解
できる と考えたとも解釈でき、大変興味深い。他にも囲碁の情報を発信するマスメディアは
散見される。これはまさに、囲碁の認知度がすでに高く、タイの社会に溶け込んでいる証拠で
あると考えられよう。
タイ囲碁協会は、囲碁が子供の頭脳の発達に良い影響を及ぼし、人格形成のための教育にも
なるとアピールしてきた。タイ囲碁協会の代表がコルサック氏であることも、タイ社会におけ
る囲碁に対する信用の構築に大きく関わっている。成功したビジネスマンであり、社会に認め
られた有名な人物であるコルサック氏のような人が取り組んでいるものであるということで、
囲碁の有益性が信頼されやすくなるのであろう。さらに、その裏付けとなるのが、囲碁が大学
の授業として教えられるようになり、推薦入学の枠も設けられていることや、有段者への就職
優遇である。前者については 、後者については で論じる。
．囲碁と大学
年の時点において、囲碁が単位として認められる大学は全国で 校あると言われている
（森本（ ））。例えば、チュラーロンコーン大学（工学部、 単位）、タマサート大学（科
学技術学部、 単位）、マヒドン大学（科学部、 単位）など、バンコク大学（経営学部、
単位）などであり、国立私立に関わらず囲碁の授業が次々と開講されるようになった（チャイ
ラスミサック（ ））。チュラーロンコーン大学の場合、担当講師はタイ囲碁協会から派遣さ
れた講師ではなく、元日本留学生である工学部所属の講師である。一方、バンコク大学の講師
はタイ囲碁協会のスタッフであり、非常勤講師として授業を担当している。バンコク大学での
囲碁科目は、一学期の 回の授業を通し、入門者が 路盤で打てるようになることを学習目標
としている。
その上、囲碁は大学の推薦入学の枠組みにも含まれている。しかし、多くの場合、 囲碁
という単独の枠というよりは、 ボードゲーム の枠の一部であると見なされている。つま
り、マークルック、チェスなどの選手と高校の成績などで争わなければならないため、毎年度
囲碁で入学する学生がいる訳ではない。 年度チュラーロンコーン入学推薦入学規定 に
よれば、出願者は世界ランキングを持つか、オリンピックかアジア大会にタイ代表として参加
した経歴を持つ者でなければならない。あるいは、全国大会かタイ囲碁協会が認定した大会で
位から 位までに入賞した選手でなければならない
．囲碁とビジネス
年にはコルサック氏が、 の関連会社、約 社において、就職採用を決定
する際、有段者を優遇扱いすると発表した。囲碁が相手を滅ぼして勝つゲームではなく、むし
ろ勝とうともせず、冷静な判断で状況を見極め、相手と分け合い助け合ってこそ勝利を手にす
ることができるゲームであり、有段者はそのことを知り尽くした人であるため、ビジネスに必
要とされる人格を持ち合わせていると見なされるからである ）。
さらに、 年には という大会が誕生した。この大会は個人戦ではな
く、それぞれの会社が 人のチーム（一回の対局は 人だけ出場する）を作って参加させる
チーム戦であるという特徴を持つ。 年度の参加条件の一つとして、各チームの段位がメン
バー全員合わせて 段以内でなければならないといものがあった（ 年は 段、 年は
段までであった）。外国籍の選手がタイの選手と同じチームになることも可能である。 年
度のスポンサーは以下の図を参照。
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国内のトップ企業と共に 、 、コカコーラ、 など数多くの国際大企業
もスポンサーとなっている。これを見れば、囲碁がタイのビジネス界においてどれだけ注目さ
れているかが分かるだろう。
以上の通り、囲碁が進学にも就職にもメリットがあることと、頭脳の発達に効果があると言
われていることを踏まえると、タイでは囲碁が文化的な面で知られているというよりも、機能
的な面で注目されているということが窺える。
．まとめと今後の課題
本稿ではタイ囲碁協会が創立された時点から現在までの経緯と様子を述べた。 が
であった時から、 部をはじめ、 の様々な部門が協力し
合っていたおかげで、本格的な囲碁普及活動制度が立ち上がり、約 年あまりという短期間で
ここまでの成果を出してきた。しかし、将来的にさらに効果的で良い結果が得るために今まで
の活動を振り返って検討してみることも必要なのである。
タイ囲碁界の関係者たちへのインタービューを通し、タイ囲碁界の発展についていくつかの
課題を取り上げて簡単にここに論じておく。
まず、タイ囲碁協会の普及活動方針に関しては、今まで囲碁をできるだけ多くの人に知って
もらうべく尽力し、ある程度の成果が見られたが、多くの場合、普及対象者は 囲碁はこのよ
図 年度 のスポンサー ）
うなものか と知るレベルに止まる。しかし、 囲碁を知る 人と 囲碁を楽しんでいる 人
は実質的に全く違う。これからタイ囲碁協会及び囲碁に関連する民間の機関は、どのようにし
て 囲碁を知る 人が 持続的に囲碁を楽しんでいる 人に変わり得るかを考えながら普及活
動を行うべきである。そして、次の段階として、 囲碁を楽しんでいる 人の棋力を上達させ
ることも大事であろう。これはまさに が普及目標として取り上げたプロ棋士制度作りに
も連携していると考えられる。
反面、量的な課題もまだ残されている。囲碁人口の 人及び有段者 人弱というの
は主にバンコク周辺の人達であり、地方の囲碁人口及び有段者は比較的に少ない。これからタ
イ囲碁協会は地方への普及活動に注力し、協会が直接にイベントを主催するのでも良いし、現
地の人達の活動をサポートするのでも良いが、とにかく効果的な支援制度を増やしていかなけ
ればならない。さらに、成果を上げるために、情報提供・情報交換の窓口として首都周辺の囲
碁機関と地方の囲碁機関のコミュニティも増やすべきである。
最後に、以上で記したように、囲碁をタイで普及させようとしていた初期の段階において
は、 との連携が成功の礎となったと言っても過言ではない。しかしながら、あ
くまでもこれは一時的な支援にすぎず、将来、 が からいかに独立して経営
を行っていけるかというのが、最も大きな課題の一つであると考えられる。
〔注〕
） 世紀から伝わる実話を基にした文学である。ラーマ二世が王室所属の詩人たちに話をまとめるように命
じた。ラッタナコーシン（ バンコクが首都になった時代）王朝初期当時の社会と人々の生活が
豊かに反映されていると評価を受けている。
） から引用。
）陳嘉衛氏は 年に香港代表として世界アマチュア囲碁選手権に優勝。 年に来日し、関西棋院で飛付
五段となった。現在、九段。
） から引用。
）タイ囲碁協会（ ） の公式サイトから引用。
） を参照。
） 年から現在まで正式的にタイ囲碁協会所属のコーチに任務されている中国棋院出身のプロ棋士であ
る。
） を参照。
） 年 月 日、コルサック氏による北京大学で行われた第 回
の一部である。
） から引用。
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